
 

平成１８年３月３１日付け国道有第１３７号で許可を受けた「高速自動車国道北海道縦貫自動車道函館名寄線等に関する

事業」の一部を、下記のとおり変更する。 

 

（１）別紙 1 新設又は改築に係る工事の内容 

別紙１－１８０、別紙１－２１１から別紙１－２１７を次のとおり改める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１－１８０

（福島県いわき市好間町から福島県双葉郡広野町まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県いわき市好間町 から

福島県双葉郡広野町 まで

（ロ）　延　　　　長 ２６．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

福島県いわき市好間町

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

２６．６

福島県双葉郡広野町

１００



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

計

構造による区分

福島県双葉郡広野町

往復分離しない区間

　摘　要用地買収

４

摘 要
往復分離する区間

計右　側左　側

４車線化車線

福島県いわき市好間町

車線

―３．５０ ―

５．００ ―

―

２．５０×２ ５．００
土工（掘割）部分

橋梁高架部分

工事施工設　計　区　間

―

１．００

２．５０

―

１．２５

１．００

４

２．００

３．７５

（中小橋）

左　側

橋梁高架部分

（長大橋） ―１．７５×２

―
トンネル部分

２．５０×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （一部供用開始）

令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

－ －

接続の位置 接続の方法 備　　　考

７ １

１１５，４９７

　

他の道路の

路線名

－

３０

２８

３ ３ ３０

３ ９

３ ６ １３



東関東自動車道水戸線（北千葉JCT）に関する

工事の内容

別紙１－２１１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道　水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県市川市堀ノ内

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

北千葉ジャンクション
（仮称）

一般国道464号線
（北千葉道路）

千葉県市川市堀ノ内 平面接続

路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

３ ５ １

１３ ３ ３１

１３２，４４１



（北海道勇払郡占冠村字上トマムから北海道上川郡清水町字清水まで）に関する

工事の内容

別紙１－２１２

北海道横断自動車道黒松内釧路線



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道勇払郡占冠村字上トマム から

北海道上川郡清水町字清水 まで

（ロ）　延　　　　長 キロメートル （３．２キロメートル）

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

　北海道勇払郡占冠村字上トマ
ム

１００ ２０．９

北海道上川郡清水町字清水

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

２０．９

（なお、事業着手する区間については北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町字新得までとする。）

※（　）内は北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町字新得までを表す。



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

４車線化

北海道上川郡清水町字清水

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

　北海道勇払郡占冠村字上トマ
ム

４ 車線 ４ 車線

土工（掘割）部分
２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

トンネル部分
― ― １．００ １．００ ２．００

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

路線名

３．５０

５２，０００

（うち、北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町字新得までの工事予算　２４，０００百万円（消費税込み））

－ － －

　

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

３ ５ １

１３ ３ ３１

（なお、上記については北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町字新得までの工事の着手及び完成の予定年月日を表す）



（岩手県北上市和賀町煤孫から岩手県和賀郡西和賀町大渡まで）に関する

工事の内容

別紙１－２１３

東北横断自動車道釜石秋田線



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道釜石秋田線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 岩手県北上市和賀町煤孫 から

岩手県和賀郡西和賀町大渡 まで

（ロ）　延　　　　長 キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

２１．６

　岩手県北上市和賀町煤孫

８０ ２１．６

岩手県和賀郡西和賀町大渡

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋） １．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分

（中小橋） ― ― １．７５ １．００ ２．７５

トンネル部分
― ― ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

４車線化

岩手県和賀郡西和賀町大渡

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

　岩手県北上市和賀町煤孫

４ 車線 ４ 車線

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル（土工部）

３．００ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）９８，０００

－ － －

　

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

３．５０



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

３ ５ １

１３ ３ ３１



（福島県河沼郡会津坂下町大字坂本から福島県摩耶郡西合津町大字野沢まで）に関する

工事の内容

別紙１－２１４

東北横断自動車道いわき新潟線



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県河沼郡会津坂下町大字坂本 から

福島県摩耶郡西合津町大字野沢 まで

（ロ）　延　　　　長 キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

　福島県河沼郡会津坂下町大字
坂本

８０ １１．４

福島県摩耶郡西合津町大字野沢

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１１．４



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

４車線化

福島県摩耶郡西合津町大字野沢

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

　福島県河沼郡会津坂下町大字
坂本

４ 車線 ４ 車線

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

トンネル部分
― ― ０．７５ ０．７５ １．５０

橋梁高架部分

（中小橋） ― ― １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分

（長大橋） １．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル（土工部）

３．００ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

３．５０

－ － －

　

７，０００

３ ５ １

１３ ３ ３１



（新潟県東蒲原郡阿賀町津川から新潟県阿賀野市新保まで）に関する

工事の内容

別紙１－２１５

東北横断自動車道いわき新潟線



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 新潟県東蒲原郡阿賀町津川 から

新潟県阿賀野市新保 まで

（ロ）　延　　　　長 キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

　新潟県東蒲原郡阿賀町津川

８０ １４．９

　　　　　新潟県阿賀野市新保

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１４．９



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

４車線化

　　　　　新潟県阿賀野市新保

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

　新潟県東蒲原郡阿賀町津川

４ 車線 ４ 車線

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

トンネル部分
― ― ０．７５ ０．７５ １．５０

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分

（長大橋） １．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル（土工部）

３．００ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

―

－ － －

　

３０，０００

３ ５ １

１３ ３ ３１



（福島県相馬市大字坪田から福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺まで）に関する

工事の内容

別紙１－２１６

常磐自動車道



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県相馬市大字坪田 から

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺 まで

（ロ）　延　　　　長 キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

　福島県相馬市大字坪田

１００ ８．５
　　福島県相馬郡新地町大字駒ヶ
嶺

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８．５



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

４車線化
　　福島県相馬郡新地町大字駒ヶ

嶺

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

　福島県相馬市大字坪田

４ 車線 ４ 車線

土工（掘割）部分
２．５０×２ ５．０ ― ― ―

トンネル部分
― ― ― ― ―

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．０ ― ― ―

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ ― ― ―



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

―

－ － －

　

２２，０００

３ ５ １

１３ ３ ３１



（宮城県宮城郡利府町沢乙から宮城県富谷市穀田まで）に関する

工事の内容

別紙１－２１７

一般国道４７号（仙台北部道路）



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７号（仙台北部道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県宮城郡利府町沢乙 から

宮城県富谷市穀田 まで

（ロ）　延　　　　長 キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

６．６

　宮城県宮城郡利府町沢乙

１００ ６．６

　　　宮城県富谷市穀田

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ ― ― ―

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ― ― ―

トンネル部分
― ― ― ― ―

土工（掘割）部分
２．５０×２ ５．００ ― ― ―

４車線化

　　　宮城県富谷市穀田

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

　宮城県宮城郡利府町沢乙

４ 車線 ４ 車線

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

１９，０００

３ ５ １

１３ ３ ３１

－ － －

　

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

―


